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明
務
課
i
p
-
お
知
ら
せ
十

償
却
資
産
申
告
書
の
催
告
巳
つ
い
て

ナ
ペ
て

「
市
政
だ
よ
り
」 3月 i 日 !~20 日

服
が
、
あ
る
場
合
は
、
一

三
月
一
日
よ
り
三
周
三
一

千
百
の
閉
じ
、
文
書
を
一

茶
業
講
習
生
ヤ
募
集

三
月
三
日
ま
で
申
込
み

九
州
農
業
試
験
場
で

悠
一
り
推
せ
ん
さ
れ
た
者
。

一
昭
和
三
十
年
度
D
茶
業
講
一
@
修
業
手
限
二
カ
一
平

↑
習
生
を
募
集
し
て
い
る
。
一
③
定
員

l
二
十
各
以
内

一
希
望
者
は
三
月
三
日
ま
一
②
共
D
他
、
詳
細
は
市
長

一
で
に
度
崎
濡
農
業
改
良
謙
一
林
誠
へ
、
お
河
合
せ
下

一
あ
て
、
採
用
蹴
と
国

民

書

一

さ

い

ハ

農

林

諌

ぜ

一
類
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
了
J
E
，l
i
z
-
-
f
i
l
a
-
-
{
a

一
わ
ド
目
。
が
、
要
項
は
弐
一
〔
訂
正
J

ド
誠
前
川
ず
所
報
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一
D

「
敬
老
院
成
時
。
一篤
ぷ

一
①
講
習
生
の
受
験
資
悔
H

一

一

一

家

一

の

記

長

中

「

十

二

、

一
農
業
高
等
畢
校
以
ム

心
一

給

呉

支

梯

報

告

書

提

一

学

η
あ
る
者
、
又
は
中

一二
二
、
現
金
十
立
封

2

出

方

催

告

広

つ

い

て

一

事

一
皮
卒
業
後
、

一一一年
閣
一
十
国
人
一
は
(
高
副
人
り

一
以
ヒ
、
茶
菓
に
従
事
し
一

d

D
譲
り
に
つ
き
訂
正
致

一
一
月
十
五
日
ま
で
に
、
提
一
た
者
で
鯨
所
管
部
長
よ
一
し
ま
す
9

(

踊
此
手
強
所
)

出
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な
け
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な
ら
一な
い
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・
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未
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一

来
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日
〈
月
曜
日
)
大
村

宣

言

語

、

告

を

一

込

殺

事

官

於

亡

、

幼

稚

園

荻

論

Z

D
他
D
事
業
所
は
、
至
急
一
い
目
下
請
え

一
h
p
-Z目
用

試
験
主
、
左
記
3
要
領
E
貰
施
筑

提
同
ぎ
れ
る
よ
、
3
、
お
周
一

d
可

用

一
寸

-
E

し
ま
す

の
で
、
希
望
者

ぷ
三
月
六
日

、

い

た

し

ま

す

@

一

予

L

拐

ハ
税
務
課
ニ
ー
例
正
午
ま
で
、
教
育
委
員
合
同
に
履
一
控
書

一、
$
A
町
議
持
参
の
上
、
申
込
む
，
}
と
。

日
数

6
期
日
:
昭
和
三
十
平
三

月
七
日
午

B
園

前
ん
時
i
三
時

ヨ

種

。
考
堂
内
容
・
筆
記
、試
議

ペ
伎
一三一

引

り

幼

般

、
幼
兄
伎

一同
に
越
す
ら
も

ο
)

arし
.

器
薬
奏
ほ
っ
一
却
ω
伍
長
、
指
定

し
だ
も

つ
)
リ
ズ
ム
運
動
へ
い基
ト
的
な
も

の
、

創
作
ノ
商
接
試
問

合
持
寝
b

す
べ
き
も
の
・
:
(
筆
記
用
具
、
運
動
服、

及
び
靴
、
弁
賞
J

⑮
採
用
予
定
人
員

:
ご一
.名
d

⑦
結
果
設
表
;
・
ハ
三
月
十

目、

合
格
背
r~
ば
葉
書

で

通

知

す

る

。

(

山

教
古川零
員
会
)

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦

覧

に

つ

い

て

昭
和
一
三
十
年
度
分
間
定
賛
産
ハ
土
地
、
家

屋
、
償
却
費
孟
d

の
慣
格
を
決
定
し
た
固

定
資
産
課
税
台
帳
を
弐
の
、
と
お
り
関
山
町

者
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
旬
鞠
一
一
一日
…
当
日
間
一
目
、
至
昭
和
三

(
毎
日
執
務
時
間
中
》

〔
場
所
〕
大
村
市
役
所
税
務
謀

を
お
固
定
資
産
課
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
慣
格
に

不

(
募
金
の
使
途
J

懸
民
の
繭
利
芝
、
直
接

つ
を
が
る
様
化
事
業
を

行
う
こ
と
を
目
標
と
し

公
共
的
で
あ
っ
て
、
私

的
左
事
業

に
使
用
し
な

い
。
そ
の
使
途

ο順
位

は
左
の
通
め
と
す

る

①
公
園
、

縁
地
帯
、
校

庭
、
畢
校
林
、
街
路
樹

防
風
試
験
林
、
砂
防
林

混
合
公
共

の
利
益
の
大

き
い
も

の
、
植
樹
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事
佼
、
公
民
舘
、
圃

書
語
、
そ
の
他
、
公
共

施
設
之
対
し
、
治
山
治

水
、
共
D
他
、
置
土
保

安
の
重
要
性
主
喚
起
す

る
乞
足
る
休
業
図
書
、

参
考
品
D
設
備

③
植
樹
邑
智
普
及
、
森

林
文
化

D
昂
揚
を
闘
る

た
め

の
施
策ハ
農
林
課
V

華
や
か
に
配
付
の
土
、

以
つ
℃
審
査
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を
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こ
と
が
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ま
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税
務
課
》

よ
く
お
讃
み
下
さ
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一切
不
要
。

春
の
全
國
火
災
予
防
運
動

粥

油

＝

＝

被

粥

Ｂ

綱

照

畑

―――‐

毬

錮

鶏

淵

――――

二

月

六

日

ま

で

準

備

期

間

二

月

七

日

…

十

三

日

ｏ
本

期

間

全
市
に
査
察
・演
管
を
責
施

大
村
市
で
は
次
の
要
領
で
春
の
全
国
人
災
予
防

運
動
を
実
施
す
る
ｏ

日
目
的
…
人
人
災
季
節
に
、
の
ぞ
み
一
般
市
民
に

封
し
建
築
物
、
事
輛
そ
の
他
の
人
災
に
対
し
予
防

湾
人
、
避
難
等
の
措
置
を
、
よ
り
一
居
、
徹
底
●

せ
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
頻
褒
す
る
大
人
を
絶
滅

す
る
た
め
、
そ
の
湾
防
力
を
整
備
充
実
し
て
、
市

民
の
安
全
と
耐
記
の
増
進
を
固
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

職
業
補
導
生
を
募
集

３
１
月

５

ｏ
ｌＯ

ｏ
ｌ６

日

公
共
職
業
補
導
所
は
職
業
安
定
法
に
基
い
て
、
未

ガ潮鋤引麒」知は安一向い凛獅誨蹴榊れな

修
得
せ
し
め
て
、
就
職
を
容
易
な
ら
し
め
る
目
的

で
、
本
縣
で
も
教
力
所
の
補
導
所
で
、
次
の
内
客

に
よ
り
入
所
希
望
者
の
募
集
を
行
つ
て
居
り
な
す

の
で
、
御
希
望
の
ち
は
至
急
、
営
所
ま
で
、
お
申

込
み
下
さ
い
。

（
率
校
卒
業
予
定
者
は
、
學
校
に

て
も
可
）

な
お
身
体
障
害
者
の
篤
に
は
、
特
別
な
補
導
所

も
設
け
ら
れ
て
あ
り
■
す
の
で
申
添
え
ま
す
。

〔特
典
そ
の
他
〕

喘
釧
当
粍
ｄ
パ
他
、
格
導
一̈
汗
軒
感
動
春
に
は，襲
生

囀螂叫％弓鞘励げⅧ導一̈姜一̈̈
一一崚中［

０
失
業
保
険
金
受
給
資
格

日
賓
施
期
間

①
準
備
期
間
‥
二
月
二
十

八
日
か
ら
二
月
六
日
ま

②
替
期
間
…
二
月
七
日
か

ら
同
十
三
日
ま
で

日
費
施
Ｅ
域
…
大
村
市

一

円０
贅
施
要
領

①
準
備
期
間

自
二
月
二
十
八
日

至
〓
月
　
六
　
日

０
各
家
庭
、
官
行
、
事

校
、
病
院
、
劇
場
等
の

予
防
査
察
の
実
施

０
横
断
幕
、
懸
垂
幕
等

を
利
用
し
て
市
民
に
大

災
予
防
セ
徹
底
普
及
せ

し
む
る
。

麗
長

崎
（
長
時1 墓番2 慣

西⌒諫
郷諫早

■ヽ
　
ン
　
ン

立
修

理

電
工
科

械 科
科

理
事

六
カ
月
一″

一
“
許
一フ

自

細 子

一 六 一 一 一

カ カ カ カ カ

年 月 年 年 年

′  〃 〃 ′ =
一

一
カ
年
ワ

一
カ
年

〃
一

②
本
期
間

動
〓
”
主七
・一中

い
毎
日
午
後
八
時
に
市
内

各
サ
イ
ン
ン
を
吹
鳴
し
、

就
寝
前
の
人
気
の
沿
滅
を

確
認
せ
し
む
る
。

耶

雛
消
防
演
習
実
施
計
書

も
と
に
、
市
内
各
地
区
に

対
し
機
動
ヵ
の
発
揮
、
並

び
て
浩
人
部
署
、
及
び
水

利
利
用
の
検
討
を
左
表
の

如
く
実
施
す
る
の
で
、
市

民
の
皆
様
の
御
協
力
を
、

お
願
い
致
ｔ
ま
す
。

（
消
防
係
）

者
に
は
、
入
所
中
も
支
給

が
受
け
ら
れ
生
す
。

補

導

内

容

鉗
馴
蘇

糀̈一一［一壺

権
駐屎
曇

）

一
′
ス
越
立
修

一願

い
致
し
た
の
で
あ
り

〓
〓
雇
入
れ
Ｆ
さ
る
よ
う
、

為

”螂Ｆ」勧降輌け」Ｍ
一願衝轍れは趣ｒ公共職

輌諄颯奮̈
ア̈
”̈螺

赫勘帷̈
革恥卸鉗いい

な
お
司
討
撃
場
ま
、
こ

こ
れ
を
知
つ
を
司
地
元

瀬重松大 村田浦
地地地付 地地地
区区区地 区区区

二 月 十 九 日

市
立
学
校
の
車
業
式

Ｃ
市
立
二
幼
稚
園

Ｏ
市
立
中
暴
校
全
部

○
市
内
小
畢
校
全
部

刀
創
の
審
査
會

二
月
九
日
公
民
館
で

縣
改
訂
委
員
会
で
は
三

月
九
日
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
大
村
市
中
央

公
民
館
日
本
間
に
於
て
大

付
、
東
彼
、
諫
早
、
北
高

地
区
の
美
術
品
と
し
て
偵

値
の
あ
る
人
紐
銃
式
人
器

又
は
刀
剣
類
の
審
査
自
を

開
催
す
る
の
で
、
希
望
者

は
営

日
、
現
品
持
参
０

０
人
寮
希
望
者
は
寮
の
設

備
有
り
（食
費
実
費
支
排
）

二
月
十
五
日
十
時
よ
り

三
月
十
七
日
十
時
よ
り

二
月
十
九
日
十
時
よ
り

（
市
教
育
委
員
会
）

上
、
審
査
料
Ｅ
し
て
一
点

営
り
金
百
Ｌ
十
日
程
度
を

準
備
し
て
、
洩
れ
な
く
御

出
席
下
ヽ
い
。

（
市
教
訂
委
員
会
υ

青
年
国

（
ョ
曼
外
二
．０

名
）
ま
、
ョ
発
ら
に
、

出謝
撃錫世
輔罐
つ謎

め灯郵
戦剌い暉
一薗

射
撃
場
ぅ
施
硯
、
保
護

を
委
託
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
卜
後
、
痺

を
、
と
も
を
ぅ
〓
り
返
え

さ
れ
射
場
っ
荒
夜
‘
末
す

」は藝鉾織崚嘲岬載串

に
従
事
す

０
二
三

こ
な
り

ｔ
ガ
民
ゝ
部
象

則
も
、
こ

れ
ま
で
う
頂
痛

う
重

ヱ
出

浦

て
解
消
し
得

る
事

に
な

つ
た
。

（
、
げ
■

と
ん
鼈
司
令
ノ
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